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いなかった。「年齢」以外の要因についても同様にして調べると、「性別」は 4 症状、「知的障害

の程度」は 8 症状、「仕事強度」は 5 症状、「仕事の知的要件」は 4 症状、「作業形態」は 7 症

状、「作業環境の厳しさ」は 5症状の原因として考えられた。

「年齢」「性別」「障害程度」の本人側の特性のみが主原因と考えられる訴えは、「頭が重い」

「いつもイライラしている」「作業中に息切れする」「胃腸の調子が悪い」の 4 症状だけであっ

た。一方、本人側の特性は関係なく、職務要件などの環境面が主な原因と考えられる訴え

は、「目が疲れる」「だるさが続く」「作業の速度についていけない」の 3 症状だけで、その他の

11 症状には、本人側の特性と環境面の両者の要因が関与していた。このように、一口に疲労と

は言っても症状によってその原因は多様なものであり、年齢や障害程度といった本人側の特性だ

けでなく、仕事の内容や作業環境などいくつかの環境面の原因が相互に作用して発現してくるケ

ースが多いことが示された。

なお、決定係数が 0.4 に満たなかった「足腰が疲れる」「肩がこる」の 2 症状については、今

回取り上げた要因だけではモデルの概念構成が不十分であり、身体機能など他の原因について再

検討する必要がある。


